






































































































（mitotic index）と線維化の程度（extent of fibrosis）をそれぞれ3グループに分類した。
撮像装置は1.5T MRIを使用し，撮像シーケンスは3.6µTのオフレゾナンス飽和パル






















機器はPhilips Ingenia 1.5T，コイルはdS HeadNeck Spine Coil，ファントムは日興ファ
インズ社製90-401型ファントム，解析ソフトはImageJを使用した．撮像条件はFOV：




























【 方 法 】Aquilion One VISION Edition（Canon Medical Systems）に て， 管 電 圧：
120kV，管電流：100mA，撮影時間：1s，スキャン方法：コンベンショナルで，
Catphan CTP700（The Phantom Laboratory）を撮影した．スライス厚：1mm，再構
成関数：FC13（腹部標準関数）で再構成し，CE boost処理を行った．CE boost処理




CE Boost画像の7.9 HUに約40%低下した．NPSはCE boost画像で低下し，高周波
領域になるにつれて低下率も向上した．TTFはCT値の低いアクリル（＜ 186 HU）
で処理後の方が低下し，アクリルよりCT値の高い物質については処理前後で同等の
値を示した．
【結論】CE Boost画像は，CT値の上昇と画像ノイズの低減が可能である．しかし，
smoothing処理により，CT値186 HU以下では分解能が低下し，また高周波側で顕
著なノイズの低下による画像のtextureの違いを認める．
